
　賑わいや娯楽・文化の中心であった映画館跡地に
加え、多くの交通が行き交う国道 362 号と、七間町
通り～七ぶらシネマ通りの交差点周辺を、さまざま
な人が集まり交流する「出会いの拠点」と位置づけ、
「学」「楽」「住」の機能を配置します。
　また、「出会いの拠点」の機能を補完するととも
に、これと連携する「サブ拠点＝まちなかキャンパ
ス」を地区全体に配置し、人の「出会い」と「つな
がり」を地区内及び周囲に広げていきます。
　七間町通り～七ぶらシネマ通りは、周辺の地区と
つなぎ、ぶらぶら歩きの中心となる
と位置づけます。「ぶらぶら軸」と交差する路地は、
「出会いの拠点」や「サブ拠点」をつなぐとともに、
人との「出会い」をつなげる「ぶらぶら小道」とし
て位置づけます。

　七間町通り～七ぶら
シネマ通りは、歩きや
すく視線に緩やかな変
化を与え、ぶらぶら感
を楽しめる広場のよう
な “みち” を演出しま
す。

　建物はできるだけセット
バックし、歩道と一体とな
った人のたまり空間を設け、
にぎわいのランドスケープ
を演出します。
　建物の高さは、その存在
を主張しすぎないよう周囲
のまち並みとの調和を図っ
た高さとします。
　

　隣接する緑豊かな青
葉通りとの連携を図り
ます。
　広場や辻など地区全
体に、季節を彩る緑と
花を配置し、緑豊かな
まち並みを演出します。

　静岡の歴史・文化を
踏まえ、品格とにぎわ
い、落ち着きと活気の
バランスがとれた奥行
のある色彩とします。


